
学年（　３ 年　）

① ② ③ ④ ⑤

評論Ⅰ

評論Ⅱ

小説Ⅱ

評論（三）

評論Ⅲ

評論（五）

大学入試問
題演習Ⅰ

・マークセンス式問題に対する実践力を身に
付ける。

○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

環境と心の問
題

・「物心二元論」が現在の環境問題につな
がっていく論理展開を理解し、背景にある現
実的問題と筆者の深い思念を読み取る。

○

○
無常ということ

・文学的な評論と文学の違いを知り、評論家
の解釈によって古典や歴史に新たな価値観
が与えられることを読み味わう。

構成や内容を正
確に把握して主
題を理解し、自ら
の生き方を考え
る。

語や表現を関係
づけて、著者の
主張を読み取り、
主題に関する自
らの考えを深め
る。

論理展開や登場
人物の心情を的
確に読み取る。

◎
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履修規定（　必修　・　選択　）

教科（　国語　） 科目（　現代文Ｂ　）　 単位数（　　２　　）

類型(　共通　・　文　・　理　)

学習の目標

主な単元の目標と具体的学習内容

使用する主な教材

評価の観点

期 月 単元 教材
主な評価の観点

・問題集　  完成現代文３　（尚文出版）

①関心・意欲・態度　　　②話す・聞く能力

③書く能力　　　④読む能力　　　⑤知識・理解

・教科書  改訂版 現代文Ｂ　　　　（数研出版）
○近代以降の様々な文章を読み、表現に即して的確に理解
し、適切に表現する力を高めるとともに、自らのものの見方、感
じ方、考え方を深める。

○進んで読書することによって、内面を豊かにし、人生を豊か
にする態度を養う。

抽象的な表現
や論理的構造
を理解する。

筆者の主張を正
しくとらえ、論の
構造を理解する。

作品に描かれた
世界を丁寧に読
解し、小説世界
の多様さに触れ
る。

著者の主張を読
み取り、主題に関
する自らの考えを
深める。

○日常の中で目にする資料を読み取る習慣を身に付ける。
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1 4

5

6

知識社会とい
う幻想

人はなぜ働か
なくてはなら
ないのか

赤い繭

消費されるス
ポーツ

・抽象的な表現や文章の論理的構造に着目
して評論文を読解する力を養う。

・一般論と筆者の主張を対比させることで「あ
たりまえ」を疑い、批判的な視点で物事をとら
える姿勢を養わせる。

・独特の文体や表現の特徴といった仕掛け
に気づかせるとともに、登場人物像を想像す
る。

・マスメディアとスポーツの関係を通して、近
代以降の社会を可視化する装置になったこ
とを考えさえる。

○

○

○

○

◎

◎

○

◎ ○

◎ ○



① ② ③ ④ ⑤

①関心・意欲・態度

②話す・聞く能力

③書く能力
　 相手や目的、意図に応じた適切な表現による文章を書き、自分の考えをまとめ、深めている。
④読む能力
　 文章を的確に読み取ったり、目的に応じて幅広く読んだりして、自分の考えを深め、発展させている。
⑤知識・理解
　 伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を身に付けている。

期 月 単元 教材 主な単元の目標と具体的学習内容
主な評価の観点

○

論理展開や登場
人物の心情を的
確に読み取る。

大学入試問
題演習Ⅱ

・様々なジャンル・形式の問題に触れ、実践
力を身に付ける。

○ ◎

   目的や場に応じて効果的に話し的確に聞き取ったり、話し合ったりして、自分の考えをまとめ、深めて

　 ①～⑤の観点に基づいて、授業や課題への取り組みやその成果物、定期考査等を総合的に判断す
る。

評価

の

方法
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2

1
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 　国語を用いて伝え合う力を進んで高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してそ
の向上をはかろうとしている。


